
北部大阪都市計画地区計画の変更(箕面市決定) 

 

箕面都市計画小野原西・粟生新家地区地区計画を北部大阪都市計画小野原西・粟

生新家地区地区計画に変更する。 

 

１．地区計画の方針 

名  称 小野原西・粟生新家地区地区計画 

位  置 
箕面市小野原西三丁目、小野原西四丁目及び粟生新家

一丁目地内 

面  積 約１８．６ｈａ 

地区計画の目標

当地区は、箕面市東南部の丘陵地に位置し、民間事業

者の開発行為により、道路、公園等の公共施設の整備及

び宅地造成が行われ、現在、住宅建設が進められている

地区である。このため、地区計画の策定により建築物等

の規制・誘導を行い、ゆとりとうるおいのある良好な住

環境の形成を図る。 

土地利用の方針

秩序ある良好な住宅地を形成するため、地区を区分し

てそれぞれ次のような土地利用を図る。また、地区内に

街区公園、歩行者専用道路等を適正に配置し、うるおい

のある住環境の形成を図る。 

１．専用住宅地区 

一戸建専用住宅を主体に、ゆとりと落ち着きのある

低層住宅地としての土地利用を図る。 

２．沿道地区 

当地域の主要幹線である都市計画道路小野原豊中線

沿いの地理的条件を活かして、周辺環境と調和した購

買施設、コミュニティ施設等の生活利便施設及び中低

層住宅が立地する土地利用を図る。 

地区施設の整備

方針 の

都市計画道路小野原豊中線及び市道阪急小野原住宅１

号線を軸とする区画道路及び歩行者専用道路の道路網並

びに都市計画公園小野原西１号公園をはじめとする街区

公園、緑地が整備されているので、これらの機能・環境

の維持・保全を図る。 
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建築物等の整備

の方針 

建築物等の用途の制限、敷地面積の最低限度、壁面の

位置の制限及び高さの最高限度を定めることにより、良

好な住環境の形成を図るとともに、建築物等の形態及び

意匠にも配慮し、地区全体として調和のとれた街並み景

観の形成を図る。 



 

２．地区整備計画 

細 区 分 の

名称 
専用住宅地区 沿道地区 

地

区

の

細

区

分 

細 区 分 の

面積 
約１５．８ｈａ 約２．８ｈａ 

建築物等の用途

の制限 

次の各号に掲げる建築物

以外の建築物は、建築して

はならない 

１．住宅（長屋を除く。）

２．建築基準法別表第２

（い）項第４号、第５

号、第８号及び第９号に

掲げるもの 

３．建築基準法施行令第 

130条の３の規定による

住宅のうち同条第２号か

ら第７号に掲げる用途を

兼ねるもの（長屋を除

く。） 

４．前各号の建築物に付属

するもの（物置、車庫に

類するものに限る。） 

次の各号に掲げる建築物

以外の建築物は、建築して

はならない 

１．住宅 

２．共同住宅又は寄宿舎 

３．建築基準法別表第２

（い）項第４号、第５

号、第８号及び第９号に

掲げるもの 

４．建築基準法施行令第 

130条の３各号に掲げる

用途に供するもの 

５．前各号の建築物に付属

するもの（物置、車庫に

類するものに限る。） 

建築物の敷地面

積の最低限度 
160㎡ 

壁面の位置の制

限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境

界線までの距離は、１ｍ以上とする。ただし、車庫

についてはこの限りではない。 
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建築物等の高さ

の最高限度 

建築物の軒の高さの最高

限度は７ｍとする。 

建築物の高さの最高

限度は14ｍとする。 

備     考 

 

「区域及び地区の細区分は計画図表示のとおり」 

 


